
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

とかち東北部エリアの３町が連携し「移住サポートセンター」を設立

し、相談窓口の一元化や東京圏等へのプロモーションを一体的に行い、

空き家を活用した住まいの確保や農業をはじめとする地域産業のしごと

づくりの取り組みから「住まいとしごと」の円滑なマッチングを図り、

首都圏から地方への新しい人の流れをつくりだす。 

圏域版移住アドバイザーを活用した“とかち東北部”移住促進事業 

とかち東北部移住サポートセンター 

 

○移住・定住相談窓口の一元化 

○一体的なプロモーションの推進 

○お試し移住・就労体験プログラムの創設 

○受け入れコーディネート など 

圏域版“移住アドバイザー”の設置 

 

＜３町圏域人口＞ 
○2015 年 17,300 人 
 
 
○2060 年 10,552 人 
（社人研推計 6,793 人） 

 各町の地域課題と適合させた産業人口確保や新たな担い手確保 

⇒新たな視点から地場産業を進化させていく人材の発掘 

効率的・効果的に移住・定住を支援 

求人情報ＤＢ 

 

移住希望者 

 

空き家情報ＤＢ 

 
マッチング 

３町自治体 

関係機関との連携 

7/1開設予定 

 

＜首都圏での相談窓口（拠点）＞ 
ふるさと回帰支援センターとの連携 

・通常相談窓口 

・セミナー開催 

 

「新しい人の流れをつくる」 

移住施策の強化・重点化 
 

～背景～ 
人口減少・地域産業の衰退・空き家の増加 

細かなサポート体制の構築 

 

 

地域における受け入れ体制整備 

 

①住まいの確保 

○空き家実態調査の実施 
 リフォーム・バリアフリー情報 
○移住者向け住宅の確保 など 

 
○ローカルワークの発掘 
○地域産業と連携した仕事づくり 
○お試し就労メニュー開発 など 

②しごとの確保 

広域連携 

受入などの地域との連携体制の構築 

地域コミュニティの活性化 
 

 

移住・就業希望者 
 

 


